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【誤訳訂正書】
【提出日】令和2年11月27日(2020.11.27)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式（Ｉ）の構造を有する化合物、あるいはその薬学的に許容可能な塩または溶媒和物で
あって、

【化１】

ここで、
Ｒ１とＲ２はそれぞれ、ＨおよびＤから独立して選択され、
Ｒ３は、置換または非置換のＣ３－Ｃ１０シクロアルキル、置換または非置換のフェニル
から選択され、ここで、Ｒ３が置換される場合、Ｒ３は１つ以上のＲ１２基で置換され、
　Ｒ１２はそれぞれ、Ｄ、ハロゲン、－ＣＮ、－ＮＯ２、－ＯＲ１０、－ＳＲ１０、－Ｓ
（＝Ｏ）Ｒ１１、－Ｓ（＝Ｏ）２Ｒ１１、－Ｓ（＝Ｏ）２Ｎ（Ｒ１０）２、－ＮＲ１０Ｓ
（＝Ｏ）２Ｒ１１、－Ｃ（＝Ｏ）Ｒ１１、－ＯＣ（＝Ｏ）Ｒ１１、－ＣＯ２Ｒ１０、－Ｏ
ＣＯ２Ｒ１１、－Ｎ（Ｒ１０）２、－Ｃ（＝Ｏ）Ｎ（Ｒ１０）２、－ＯＣ（＝Ｏ）Ｎ（Ｒ
１０）２、－ＮＲ１０Ｃ（＝Ｏ）Ｒ１１、－ＮＲ１０Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ１１、非置換または
置換のＣ１－Ｃ１０アルキル、非置換または置換のＣ１－Ｃ１０フルオロアルキル、非置
換または置換のＣ２－Ｃ１０アルケニル、非置換または置換のＣ２－Ｃ１０アルキニル、
非置換または置換のＣ１－Ｃ１０ヘテロアルキル、非置換または置換のＣ３－Ｃ１０シク
ロアルキル、非置換または置換のアリール、非置換または置換のヘテロアリール、および
、－Ｌ５－Ｌ６－Ｒ１３から独立して選択され、
　Ｌ５は存在しないか、－Ｏ－、－Ｓ－、－Ｓ（＝Ｏ）－、－Ｓ（＝Ｏ）２－、－ＮＲ１

０－、－Ｃ（＝Ｏ）－、－Ｃ（＝Ｏ）ＮＨ－、－ＮＨＣ（＝Ｏ）－、－Ｃ（＝Ｏ）Ｏ－、
－ＯＣ（＝Ｏ）－、－ＯＣ（＝Ｏ）ＮＨ－、－ＮＨＣ（＝Ｏ）ＮＨ－、－ＮＨＣ（＝Ｏ）
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Ｏ－、－（ＣＨ２）ｒ－、あるいは－（ＯＣＨ２ＣＨ２）ｒ－であり、ｒは１、２、３、
または４であり、
　Ｌ６は存在しないか、非置換または置換のＣ１－Ｃ１０アルキレン、非置換または置換
のＣ１－Ｃ１０ヘテロアルキレン、非置換または置換のＣ２－Ｃ１０アルケニレン、非置
換または置換のＣ２－Ｃ１０アルキニレン、非置換または置換のＣ３－Ｃ１０シクロアル
キレン、非置換または置換のＣ２－Ｃ１０ヘテロシクロアルキレン、非置換または置換の
アリーレン、あるいは非置換または置換のヘテロアリーレンであり、
　Ｒ１３は、Ｈ、ハロゲン、－Ｎ（Ｒ１０）２、非置換または置換のＣ１－Ｃ１０アルキ
ル、非置換または置換のＣ２－Ｃ１０アルケニル、非置換または置換のＣ２－Ｃ１０アル
キニル、非置換または置換のＣ３－Ｃ１０シクロアルキル、非置換または置換のＣ１－Ｃ

１０ヘテロシクロアルキル、非置換または置換のアリール、あるいは非置換または置換の
ヘテロアリールであり、
環Ａは、フェニルまたはＣ３－Ｃ8シクロアルキルである単環式炭素環であり、
ＲＡはそれぞれ、Ｈ、Ｄ、ハロゲン、－ＣＮ、－ＯＨ、－ＯＲ１０、－ＳＲ１０、－Ｓ（
＝Ｏ）Ｒ１１、－Ｓ（＝Ｏ）２Ｒ１１、－ＮＨＳ（＝Ｏ）２Ｒ１１、－Ｓ（＝Ｏ）２Ｎ（
Ｒ１０）２、－Ｃ（＝Ｏ）Ｒ１１、－ＯＣ（＝Ｏ）Ｒ１１、－ＣＯ２Ｒ１０、－ＯＣＯ２

Ｒ１１、－Ｃ（＝Ｏ）Ｎ（Ｒ１０）２、－ＯＣ（＝Ｏ）Ｎ（Ｒ１０）２、－ＮＲ１０Ｃ（
＝Ｏ）Ｎ（Ｒ１０）２、－ＮＲ１０Ｃ（＝Ｏ）Ｒ１１、－ＮＲ１０Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ１１、
置換または非置換のＣ１－Ｃ６アルキル、置換または非置換のＣ２－Ｃ６アルケニル、置
換または非置換のＣ２－Ｃ６アルキニル、置換または非置換のＣ１－Ｃ６フルオロアルキ
ル、および置換または非置換のＣ１－Ｃ６ヘテロアルキルから独立して選択され、
Ｌ１は存在せず、
環Ｃはフェニルであるか、またはフラニル、チエニル、ピロリル、オキサゾリル、チアゾ
リル、イミダゾリル、ピラゾリル、トリアゾリレン、テトラゾリル、イソオキサゾリル、
イソチアゾリル、オキサジアゾリル、チアジアゾリル、ピリジニル、ピリミジニル、ピラ
ジニル、ピリダジニル、およびトリアジニルから選択される単環式ヘテロアリールであり
、
ＲＣはそれぞれ、Ｈ、Ｄ、ハロゲン、－ＣＮ、－ＯＨ、－ＯＲ１０、－ＳＲ１０、－Ｓ（
＝Ｏ）Ｒ１１、－ＮＯ２、－Ｎ（Ｒ１０）２、－Ｓ（＝Ｏ）２Ｒ１１、－ＮＨＳ（＝Ｏ）

２Ｒ１１、－Ｓ（＝Ｏ）２Ｎ（Ｒ１０）２、－Ｃ（＝Ｏ）Ｒ１１、－ＯＣ（＝Ｏ）Ｒ１１

、－ＣＯ２Ｒ１０、－ＯＣＯ２Ｒ１１、－Ｃ（＝Ｏ）Ｎ（Ｒ１０）２、－ＯＣ（＝Ｏ）Ｎ
（Ｒ１０）２、－ＮＲ１０Ｃ（＝Ｏ）Ｎ（Ｒ１０）２、－ＮＲ１０Ｃ（＝Ｏ）Ｒ１１、－
ＮＲ１０Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ１１、置換または非置換のＣ１－Ｃ６アルキル、置換または非置
換のＣ２－Ｃ６アルケニル、置換または非置換のＣ２－Ｃ６アルキニル、置換または非置
換のＣ１－Ｃ６フルオロアルキル、置換または非置換のＣ１－Ｃ６ヘテロアルキル、置換
または非置換のフェニル、および置換または非置換の単環式のヘテロアリールから独立し
て選択され、
環Ｂはフェニルであるか、または、ピリジニル、ピリミジニル、ピラジニル、およびピリ
ダジニルから選択された単環式の６員のヘテロアリールであり、
ＲＢはそれぞれ、Ｈ、Ｄ、ハロゲン、－ＣＮ、－ＯＨ、－ＯＲ１０、－ＳＲ１０、－Ｓ（
＝Ｏ）Ｒ１１、－Ｓ（＝Ｏ）２Ｒ１１、－Ｎ（Ｒ１０）２、－ＮＨＳ（＝Ｏ）２Ｒ１１、
－Ｓ（＝Ｏ）２Ｎ（Ｒ１０）２、－Ｃ（＝Ｏ）Ｒ１１、－ＯＣ（＝Ｏ）Ｒ１１、－ＣＯ２

Ｒ１０、－ＯＣＯ２Ｒ１１、－Ｃ（＝Ｏ）Ｎ（Ｒ１０）２、－ＯＣ（＝Ｏ）Ｎ（Ｒ１０）

２、－ＮＲ１０Ｃ（＝Ｏ）Ｎ（Ｒ１０）２、－ＮＲ１０Ｃ（＝Ｏ）Ｒ１１、－ＮＲ１０Ｃ
（＝Ｏ）ＯＲ１１、置換または非置換のＣ１－Ｃ６アルキル、置換または非置換のＣ２－
Ｃ６アルケニル、置換または非置換のＣ２－Ｃ６アルキニル、置換または非置換のＣ１－
Ｃ６フルオロアルキル、置換または非置換のＣ１－Ｃ６ヘテロアルキルから独立して選択
され、
Ｌ３は存在しないか、－Ｏ－、－Ｓ－、－Ｓ－ＣＨ２－、－ＣＨ２－Ｓ、－ＣＨ２－、－
ＣＨ＝ＣＨ－、－Ｃ≡Ｃ－、－Ｃ（＝Ｏ）－、－Ｃ（＝Ｏ）Ｏ－、－ＯＣ（＝Ｏ）－、－
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Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ１０－、－ＮＲ１０Ｃ（＝Ｏ）－、－ＮＲ１０Ｓ（＝Ｏ）２－、－ＮＲ１

０－、－ＮＲ１０－ＣＨ２－、または－ＣＨ２－ＮＲ１０－であり、
環Ｄはフェニルであるか、または、フラニル、チエニル、ピロリル、オキサゾリル、チア
ゾリル、イミダゾリル、ピラゾリル、トリアゾリル、テトラゾリル、イソオキサゾリル、
イソチアゾリル、オキサジアゾリル、チアジアゾリル、ピリジニル、ピリミジニル、ピラ
ジニル、およびピリダジニルから選択された単環式ヘテロアリールであり、
ＲＤはそれぞれ、Ｈ、Ｄ、ハロゲン、－ＣＮ、－ＯＨ、－ＯＲ１０、－ＳＲ１０、－Ｓ（
＝Ｏ）Ｒ１１、－Ｓ（＝Ｏ）２Ｒ１１、－Ｎ（Ｒ１０）２、－ＮＨＳ（＝Ｏ）２Ｒ１１、
－Ｓ（＝Ｏ）２Ｎ（Ｒ１０）２、－Ｃ（＝Ｏ）Ｒ１１、－ＯＣ（＝Ｏ）Ｒ１１、－ＣＯ２

Ｒ１０、－ＯＣＯ２Ｒ１１、－Ｃ（＝Ｏ）Ｎ（Ｒ１０）２、－ＯＣ（＝Ｏ）Ｎ（Ｒ１０）

２、－ＮＲ１０Ｃ（＝Ｏ）Ｎ（Ｒ１０）２、－ＮＲ１０Ｃ（＝Ｏ）Ｒ１１、－ＮＲ１０Ｃ
（＝Ｏ）ＯＲ１１、置換または非置換のＣ１－Ｃ６アルキル、置換または非置換のＣ２－
Ｃ６アルケニル、置換または非置換のＣ２－Ｃ６アルキニル、置換または非置換のＣ１－
Ｃ６フルオロアルキル、置換または非置換のＣ１－Ｃ６ヘテロアルキル、置換または非置
換のＣ３－Ｃ１０シクロアルキル、および置換または非置換のＣ２－Ｃ１０ヘテロシクロ
アルキルから独立して選択され、
Ｒ１０はそれぞれ、Ｈ、置換または非置換のＣ１－Ｃ６アルキル、置換または非置換のＣ

１－Ｃ６フルオロアルキル、置換または非置換のＣ３－Ｃ６シクロアルキル、置換または
非置換のフェニル、置換または非置換の単環式のヘテロアリール、および置換または非置
換のベンジルから独立して選択され、
あるいは、同じＮ原子上の２つのＲ１０は、それらが結合するＮ原子と一体となってＮ含
有複素環を形成し、
Ｒ１１はそれぞれ、置換または非置換のＣ１－Ｃ６アルキル、置換または非置換のＣ１－
Ｃ６ヘテロアルキル、置換または非置換のＣ１－Ｃ６フルオロアルキル、置換または非置
換のＣ３－Ｃ６シクロアルキル、置換または非置換のフェニル、置換または非置換の単環
式のヘテロアリール、および置換または非置換のベンジルから独立して選択され、
ｍは０、１、または２であり、
ｎは０、１、または２であり、
ｐは０、１、２、３、または４であり、
ｑは０、１、２、３、または４であり、および
次の基
【化２】

は、環Ｂ上で１，３－の関係にある、化合物、あるいはその薬学的に許容可能な塩または
溶媒和物。
【請求項２】
　環Ｂはフェニルまたはピリジニルである、請求項１に記載の化合物、あるいはその薬学
的に許容可能な塩または溶媒和物。
【請求項３】
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【化３】

は、

【化４】

である、請求項１に記載の化合物、あるいはその薬学的に許容可能な塩または溶媒和物。
【請求項４】
【化５】

は、
【化６】

である、請求項１から３のいずれか１つに記載の化合物、あるいはその薬学的に許容可能
な塩または溶媒和物。
【請求項５】

【化７】
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は、
【化８】

である、請求項１から３のいずれか１つに記載の化合物、あるいはその薬学的に許容可能
な塩または溶媒和物。
【請求項６】
　Ｌ３は存在しないか、－Ｏ－、－Ｓ－、－ＣＨ＝ＣＨ－、－Ｃ≡Ｃ－、または－ＮＲ１

０－である、請求項１から５のいずれか１つに記載の化合物、あるいはその薬学的に許容
可能な塩または溶媒和物。
【請求項７】
　Ｌ３は存在しない、請求項１から５のいずれか１つに記載の化合物、あるいはその薬学
的に許容可能な塩または溶媒和物。
【請求項８】
　化合物は以下の構造を有する、請求項１から７のいずれか１つに記載の化合物、あるい
はその薬学的に許容可能な塩または溶媒和物。
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【化９】

【請求項９】
　環Ａは、シクロプロピル、シクロブチル、シクロペンチル、シクロヘキシル、シクロヘ
プチル、およびシクロオクチルから選択される単環式のＣ３－Ｃ８シクロアルキルである
、請求項１から７のいずれか１つに記載の化合物、あるいはその薬学的に許容可能な塩ま
たは溶媒和物。
【請求項１０】
　環Ａは
【化１０】

である、請求項９に記載の化合物、あるいはその薬学的に許容可能な塩または溶媒和物。
【請求項１１】
　環Ｃはフェニルである、請求項１から１０のいずれか１つに記載の化合物、あるいはそ
の薬学的に許容可能な塩または溶媒和物。
【請求項１２】

【化１１】

は
【化１２】

である、請求項１から１０のいずれか１つに記載の化合物、あるいはその薬学的に許容可
能な塩または溶媒和物。
【請求項１３】
　Ｒ３は、置換または非置換のシクロペンチル、置換または非置換のシクロヘキシル、あ
るいは置換または非置換のフェニルから選択され、ここで、Ｒ３が置換される場合、Ｒ３
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は１つ以上のＲ１２基で置換される、請求項１から１２のいずれか１つに記載の化合物、
あるいはその薬学的に許容可能な塩または溶媒和物。
【請求項１４】
　Ｒ３は置換または非置換のシクロヘキシルである、請求項１から１３のいずれか１つに
記載の化合物、あるいはその薬学的に許容可能な塩または溶媒和物。
【請求項１５】
　前記化合物が、
Ｎ－（（４’－（ジメチルアミノ）－［１，１’－ビフェニル］－４－イル）メチル）－
Ｎ－（３－（５－メトキシピリジン－３－イル）フェニル）シクロヘキサンカルボキサミ
ド；
Ｎ－（（４’－（ジメチルアミノ）－［１，１’－ビフェニル］－４－イル）メチル）－
Ｎ－（３’－メトキシ－［１，１’－ビフェニル］－３－イル）シクロヘキサンカルボキ
サミド；
Ｎ－（（４’－（ジメチルアミノ）－［１，１’－ビフェニル］－４－イル）メチル）－
Ｎ－（３－（２－メトキシピリジン－４－イル）フェニル）シクロヘキサンカルボキサミ
ド；
Ｎ－（（４’－（ジメチルアミノ）－［１，１’－ビフェニル］－４－イル）メチル）－
Ｎ－（４’－メトキシ－［１，１’－ビフェニル］－３－イル）シクロヘキサンカルボキ
サミド；
Ｎ－（（４’－（ジメチルアミノ）－［１，１’－ビフェニル］－４－イル）メチル）－
Ｎ－（３－（（２－オキソピロリジン－１－イル）メチル）フェニル）シクロヘキサンカ
ルボキサミド；
（Ｅ）－Ｎ－（（４’－（ジメチルアミノ）－［１，１’－ビフェニル］－４－イル）メ
チル）－Ｎ－（３－（２－（オキサゾール－２－イル）ビニル）フェニル）シクロヘキサ
ンカルボキサミド；
Ｎ－（［１，１’－ビフェニル］－３－イル）－Ｎ－（（４’－フルオロ－［１，１’－
ビフェニル］－４－イル）メチル）シクロヘキサンカルボキサミド；
Ｎ－（［１，１’－ビフェニル］－３－イル）－Ｎ－（（４’－（ジメチルアミノ）－［
１，１’－ビフェニル］－４－イル）メチル）シクロヘキサンカルボキサミド；
Ｎ－（（４’－（ジメチルアミノ）－［１，１’－ビフェニル］－４－イル）メチル）－
Ｎ－（３－フェノキシフェニル）シクロヘキサンカルボキサミド；
メチル　３－（３－（Ｎ－（（４’－（ジメチルアミノ）－［１，１’－ビフェニル］－
４－イル）メチル）－シクロヘキサンカルボキサミド）フェニル）シクロブタンカルボキ
シラート；
Ｎ－（（４’－（ジメチルアミノ）－［１，１’－ビフェニル］－４－イル）メチル）－
Ｎ－（３－（２－（オキサゾール－２－イル）エチル）フェニル）シクロヘキサンカルボ
キサミド；
Ｎ－（（４’－（ジメチルアミノ）－［１，１’－ビフェニル］－４－イル）メチル）－
Ｎ－（３－（ピリジン－３－イル）フェニル）シクロヘキサンカルボキサミド；
Ｎ－（（４’－（ジメチルアミノ）－［１，１’－ビフェニル］－４－イル）メチル）－
Ｎ－（３－（５－メチルピリジン－３－イル）フェニル）シクロヘキサンカルボキサミド
；
Ｎ－（（４’－（ジメチルアミノ）－［１，１’－ビフェニル］－４－イル）メチル）－
Ｎ－（３－（６－メトキシピリジン－２－イル）フェニル）シクロヘキサンカルボキサミ
ド；
メチル　５－（３－（Ｎ－（（４’－（ジメチルアミノ）－［１，１’－ビフェニル］－
４－イル）メチル）－シクロヘキサンカルボキサミド）フェニル）ニコチナート；
（Ｅ）－Ｎ－（（４’－（ジメチルアミノ）－［１，１’－ビフェニル］－４－イル）メ
チル）－Ｎ－（３－（２－（ピリジン－２－イル）ビニル）フェニル）シクロヘキサンカ
ルボキサミド；
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（Ｅ）－Ｎ－（（４’－（ジメチルアミノ）－［１，１’－ビフェニル］－４－イル）メ
チル）－Ｎ－（３－（２－（ピリジン－４－イル）ビニル）フェニル）シクロヘキサンカ
ルボキサミド；
Ｎ－（（４’－（ジメチルアミノ）－［１，１’－ビフェニル］－４－イル）メチル）－
Ｎ－（３－（２－メトキシチアゾール－５－イル）フェニル）シクロヘキサンカルボキサ
ミド；
Ｎ－（（４’－（ジメチルアミノ）－［１，１’－ビフェニル］－４－イル）メチル）－
Ｎ－（３－（２－メトキシチアゾール－４－イル）フェニル）シクロヘキサンカルボキサ
ミド
Ｎ－（（４’－（ジメチルアミノ）－［１，１’－ビフェニル］－４－イル）メチル）－
Ｎ－（３－（５－メトキシチオフェン－２－イル）フェニル）シクロヘキサンカルボキサ
ミド；
Ｎ－（（４’－（ジメチルアミノ）－［１，１’－ビフェニル］－４－イル）メチル）－
Ｎ－（３－（４－メトキシピリジン－２－イル）フェニル）シクロヘキサンカルボキサミ
ド；
Ｎ－（（４’－（ジメチルアミノ）－［１，１’－ビフェニル］－４－イル）メチル）－
Ｎ－（３－（５－エチルピリジン－３－イル）フェニル）シクロヘキサンカルボキサミド
；
Ｎ－（（４’－（ジメチルアミノ）－［１，１’－ビフェニル］－４－イル）メチル）－
Ｎ－（３－（２－メトキシピリミジン－４－イル）フェニル）シクロヘキサンカルボキサ
ミド；
Ｎ－（（４’－（ジメチルアミノ）－［１，１’－ビフェニル］－４－イル）メチル）－
Ｎ－（３－（６－メトキシピリミジン－４－イル）フェニル）シクロヘキサンカルボキサ
ミド；
Ｎ－（（４’－（ジメチルアミノ）－［１，１’－ビフェニル］－４－イル）メチル）－
Ｎ－（３－（６－メトキシピラジン－２－イル）フェニル）シクロヘキサンカルボキサミ
ド；
３－（Ｎ－（（４’－（ジメチルアミノ）－［１，１’－ビフェニル］－４－イル）メチ
ル）シクロヘキサンカルボキサミド）－Ｎ－（５－メトキシピリジン－３－イル）ベンズ
アミド；
３－（Ｎ－（（４’－（ジメチルアミノ）－［１，１’－ビフェニル］－４－イル）メチ
ル）シクロヘキサンカルボキサミド）－Ｎ－フェニルベンズアミド；
３－（３－（Ｎ－（（４’－（ジメチルアミノ）－［１，１’－ビフェニル］－４－イル
）メチル）－シクロヘキサンカルボキサミド）ベンズアミド）安息香酸メチルエステル；
３－（Ｎ－（（４’－（ジメチルアミノ）－［１，１’－ビフェニル］－４－イル）メチ
ル）シクロヘキサンカルボキサミド）－Ｎ－（ピリジン－４－イル）ベンズアミド；
３－（Ｎ－（（４’－（ジメチルアミノ）－［１，１’－ビフェニル］－４－イル）メチ
ル）シクロヘキサンカルボキサミド）－Ｎ－（ピリジン－２－イル）ベンズアミド；
Ｎ－（（４’－（ジメチルアミノ）－［１，１’－ビフェニル］－４－イル）メチル）－
Ｎ－（３－（３－メトキシイソチアゾール－５－イル）フェニル）シクロヘキサンカルボ
キサミド；
Ｎ－（（４’－（ジメチルアミノ）－［１，１’－ビフェニル］－４－イル）メチル）－
Ｎ－（３－（２－メチル－３－オキソ－２，３－ジヒドロイソチアゾール－５－イル）フ
ェニル）シクロヘキサンカルボキサミド；
トランス－４－ヒドロキシ－Ｎ－（（トランス－４－（４－メトキシ－３－メチルフェニ
ル）シクロヘキシル）メチル）－Ｎ－（３－（３－メトキシアゼチジン－１－イル）フェ
ニル）シクロヘキサンカルボキサミド；
トランス－４－ヒドロキシ－Ｎ－（（トランス－４－（４－メトキシ－３－メチルフェニ
ル）シクロヘキシル）メチル）－Ｎ－（３－（３－（メトキシメチル）アゼチジン－１－
イル）フェニル）シクロヘキサンカルボキサミド；
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トランス－４－ヒドロキシ－Ｎ－（（トランス－４－（４－メトキシ－３－メチルフェニ
ル）シクロヘキシル）メチル）－Ｎ－（３－（３－メトキシピロリジン－１－イル）フェ
ニル）シクロヘキサンカルボキサミド；
トランス－４－ヒドロキシ－Ｎ－（（トランス－４－（４－メトキシ－３－メチルフェニ
ル）シクロヘキシル）メチル）－Ｎ－（３－（３－（メトキシメチル）ピロリジン－１－
イル）フェニル）シクロヘキサンカルボキサミド；
トランス－４－ヒドロキシ－Ｎ－（（トランス－４－（４－メトキシ－３－メチルフェニ
ル）シクロヘキシル）メチル）－Ｎ－（３－（４－メトキシピペリジン－１－イル）フェ
ニル）シクロヘキサンカルボキサミド；
トランス－４－ヒドロキシ－Ｎ－（（トランス－４－（４－メトキシ－３－メチルフェニ
ル）シクロヘキシル）メチル）－Ｎ－（３－（３－メトキシピペリジン－１－イル）フェ
ニル）シクロヘキサンカルボキサミド；である、請求項１に記載の化合物、あるいはその
薬学的に許容可能な塩または溶媒和物。
【請求項１６】
　請求項１から１５のいずれか１つに記載の化合物、あるいはその薬学的に許容可能な塩
または溶媒和物、および少なくとも１つの薬学的に許容可能な賦形剤を含む医薬組成物。
【請求項１７】
　肝臓の疾患の処置のための薬剤の製造における、請求項１から１５のいずれか１つに記
載の化合物、あるいはその薬学的に許容可能な塩または溶媒和物の使用であって、肝臓の
疾患は、原発性胆汁性肝硬変、原発性硬化性胆管炎、胆汁うっ滞、非アルコール性の脂肪
性肝炎（ＮＡＳＨ）、あるいは非アルコール性の脂肪肝疾患（ＮＡＦＬＤ）である、使用
。
【請求項１８】
　被験体の脂肪肝の処置に使用するための、請求項１から１５のいずれか１つに記載の化
合物、あるいはその薬学的に許容可能な塩または溶媒和物の使用。
【請求項１９】
　炎症性腸疾患、過敏性腸症候群、または胆汁酸性下痢の処置に使用するための、請求項
１から１５のいずれか１つに記載の化合物、あるいはその薬学的に許容可能な塩または溶
媒和物の使用。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０３８６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０３８６】
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【表１－２】

【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０３８７
【訂正方法】変更
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【訂正の内容】
【０３８７】
【表１－３】
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【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０３８８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０３８８】
【表１－４】
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【誤訳訂正５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０３９０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０３９０】
【表１－６】

【誤訳訂正６】
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【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０３９５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０３９５】
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【表２－３】

【誤訳訂正７】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０５８２
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【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０５８２】
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【表３】

【誤訳訂正８】
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【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０６５４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０６５４】
化合物９
２－（（３－（Ｎ－（（４’－（ジメチルアミノ）－［１，１’－ビフェニル］－４－イ
ル）メチル）シクロヘキサンカルボキサミド）フェニル）アミノ）酢酸メチルエステル
【誤訳訂正９】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０６５６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０６５６】
　中間体３（１．０ｇ、２．１ｍｍｏｌ）、メチル２－ブロモアセテート（２２０ｕＬ、
２．３１ｍｍｏｌ）、ＮａＨＣＯ３（３８８ｍｇ、４．６２ｍｍｏｌ）、及びＤＭＦ（１
０ｍＬ）の混合物を、真空／窒素のサイクル（３×）で脱気し、７５℃で６時間撹拌し、
水（１００ｍＬ）で希釈し、次いで酢酸エチル（３×１００ｍＬ）で抽出した。組み合わ
せた有機質層をＮａ２ＳＯ４で乾燥し、濾過し、濃縮した。残留物を逆相ＨＰＬＣにより
精製して、白色固形物として２－（（３－（Ｎ－（（４’－（ジメチルアミノ）－［１，
１’－ビフェニル］－４－イル）メチル）シクロヘキサンカルボキサミド）フェニル）ア
ミノ）酢酸メチルエステル（２３０ｍｇ、２１％）を得た。１Ｈ　ＮＭＲ（４００ＭＨｚ
，ＤＭＳＯ－ｄ６）：δ　７．５１　（ｄ，　４Ｈ），　７．１７　（ｄ，　２Ｈ），　
７．０８　（ｔ，　１Ｈ），　６．８０　（ｄ，　２Ｈ），　６．５３　（ｄ，　１Ｈ）
，　６．２７－６．３６　（ｍ，　２Ｈ），　６．２２　（ｔ，　１Ｈ），　４．７６　
（ｓ，　２Ｈ），　３．８５　（ｄ，　２Ｈ），　３．６１　（ｓ，　３Ｈ），　２．９
４　（ｓ，　６Ｈ），　２．２０－２．３７　（ｍ，１Ｈ），　１．６５　（ｄ，　４Ｈ
），　１．５５　（ｄ，　１Ｈ），　１．３４－１．４９　（ｍ，　２Ｈ），　１．１４
　（ｑ，　１Ｈ），　０．９５　（ｄ，　２Ｈ）；ＭＳ：５００．３［Ｍ＋Ｈ］＋。
【誤訳訂正１０】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０６５７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０６５７】
化合物１０
２－（（３－（Ｎ－（（４’－（ジメチルアミノ）－［１，１’－ビフェニル］－４－イ
ル）メチル）シクロヘキサンカルボキサミド）フェニル）（メチル）アミノ）酢酸メチル
エステル
【誤訳訂正１１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０６５９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０６５９】
　メタノール（３ｍＬ）中の化合物９（３４０ｍｇ、０．６８ｍｍｏｌ）、ホルムアルデ
ヒド（２５０ｕＬ、３．４０ｍｍｏｌ）、及び酢酸（１９ｕＬ、０．３４ｍｍｏｌ）の溶
液を、２時間撹拌した。シアノ水素化ホウ素ナトリウム（１２８ｍｇ、２．０４ｍｍｏｌ
）を加え、溶液を２５℃で１６時間撹拌した。反応物を水（５０ｍＬ）でクエンチし、次
いでＤＣＭ（３×５０ｍＬ）で抽出した。組み合わせた有機質層をブライン（２００ｍＬ
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）で洗浄し、濃縮し、逆相ＨＰＬＣにより精製して、白色固形物として２－（（３－（Ｎ
－（（４’－（ジメチルアミノ）－［１，１’－ビフェニル］－４－イル）メチル）シク
ロヘキサンカルボキサミド）フェニル）（メチル）アミノ）酢酸メチルエステル（７５ｍ
ｇ、２１％）を得た。１Ｈ　ＮＭＲ（４００ＭＨｚ，ＣＤＣｌ３）：δ　７．４７　（ｄ
ｄ，　４Ｈ），　７．１５－７．２７　（ｍ，　３Ｈ），　６．８０　（ｄ，　２Ｈ），
　６．６２　（ｄｄ，　１Ｈ），　６．４１　（ｄ，　１Ｈ），　６．１８　（ｓ，　１
Ｈ），　４．８４　（ｓ，　２Ｈ），　３．９５　（ｓ，　２Ｈ），　３．６６　（ｓ，
　３Ｈ），　２．９２－３．０３　（ｍ，　９Ｈ），　２．２６　（ｔ，　１Ｈ），　１
．５８－１．７５　（ｍ，　７Ｈ），　１．１３－１．２８　（ｍ，　１Ｈ），　０．９
３－１．０９　（ｍ，　２Ｈ）；ＭＳ：５１４．４［Ｍ＋Ｈ］＋。
【誤訳訂正１２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０６８２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０６８２】
【表１２】

【誤訳訂正１３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０６９４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０６９４】
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【表１５】
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